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１．はじめに 

INSEM 堰堤は、近年全国に普及しているものの、薄

肉のコンクリートパネルが抱えている施工上の問題や

水平打継目処理割愛がまねく堤体の弱体化といった課

題も残されている。

CB ウォール工法は、これらの課題に対して、大型積

みブロック壁面材の登用や、水平打継目処理（セメン

ト散布）による一体化などによって解決を図り、粘り

強い INSEM 堰堤を実現するものである。

本報では、これら既存工法が抱える課題を解決する

3.0N/mm2の INSEM堰堤CBウォール工法を紹介する。

２．既存工法が抱える課題 

現在、砂防堰堤で多く採用されている INSEM 工法

の多くは、上流面に板厚 t=3~4mm の薄肉の軽量鋼矢

板または波状鋼板が使用され、また、下流面には厚さ

15cm 前後の薄いコンクリートパネルが使用されてい

るものが主流である。

これらの既存工法が抱える課題として以下のものが

あげられる。

 薄いコンクリートパネルは自立性がないため、

INSEM の発現強度如何によっては壁面が変状する

恐れがあり、連続施工が制限される。

 INSEM 堰堤の実態は、水平打継目処理をしていな

いため、堤体の弱体化を招くおそれがある 1)。

３．大型積みブロックを活用した他分野での事例 

砂防以外の分野に目を向けると同種技術を活用した

事例は、道路・護岸擁壁をはじめ、津波防潮堤などに

ある。写真-1 は岩手県の白浜漁港で採用された高さ

14.5m の津波防潮堤である。津波の巨大な水平外力に

抵抗するため、ブロック連結棒には太径の D35 が使用

されている。

４．CB ウォール工法の概要

既存工法が抱える課題を解決し、かつ他分野での擁

壁構造事例を参考にすることによって CB ウォール工

法を開発した。この堰堤工法は、堤体材料に 3N/mm2

のソイルセメント、上下流壁面材にこの自立可能な厚

さ 35cm以上の厚手の大型積みブロック(地場産)を使用

した INSEM 堰堤である。

壁面材には、かつての高度成長期において、積みブ

ロック擁壁工の合理化の一環として、全国のコンク

リートメーカー各社が競って開発した地場産の大型積

みブロックを使用し、施工の合理化ならびにコスト縮

減に寄与することができる。

さらに、本工法では、重力式構造物の大原則である

堤体の一体化を図るため、セメント散布による INSEM

の水平打継目処理を必ず行うものとしている。

図-1 CB ウォール工法概念図
写真-1 津波防潮堤（岩手県白浜漁港）
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５．CB ウォール工法の特長

CB ウォール工法の主な特長を、以下に示す。

 大型積みブロック壁面材による INSEM の品質向上

と連続施工の実現。

 INSEM の水平打継目処理による一体化した粘り強

い堤体の構築。

大型積みブロック壁面材は、既存の INSEM 堰堤に

使われている厚さ 15cm 前後の薄いコンクリートパネ

ルの壁面材とは異なり、自立性が高いことから、写真-2

に示すように INSEM 施工時に壁際まで転圧締固めを

確実に行うことができ、一様の品質の INSEM を得る

ことができる。また、INSEM 強度の発現を待たずに連

続施工が可能となる。

INSEM 堰堤は、水平打継目処理を省略すると図-3

に示すような積層化した堤体となり、堆積地盤上に設

置した場合などでは自重による沈下の影響を受けて各

積層版内に引張応力が作用し、図-4 に示すように堤体

全高にわたって鉛直方向に貫通ひび割れが生じる恐れ

がある。

これに対し、CB ウォール工法は、セメント散布によ

*) 堤高 10m、平均堤体幅 6.5m として算出。

る水平打継目処理を確実に行うことで、堤体の一体化

が図れ、袖部の破壊に対する安全性に対しても大きく

向上する。

６．おわりに 

今後、激烈な集中豪雨、大規模地震などに伴い、予

測を超えるような土石流や流木さらには深層崩壊など

による大規模災害が頻発する可能性がある。そのよう

な災害に適切に対応していくためには、粘り強い堰堤

構造が求められる。

CB ウォール工法は、大型積みブロックを使用するこ

とにより壁際まで十分に転圧を行うことができ、また、

セメント散布による水平打継目処理で堤体一体化を図

ることによって、まさに粘り強い構造を実現できる。

さらに、施工性の向上と、コスト縮減についても達成

できることなどからして、これからの INSEM 堰堤の

あるべき構造と考える。
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既存 INSEM 工法 CB ウォール工法

堤体強度(N/mm2)

壁面材 上流面

下流面

水平打継目処理

連続施工

直工コスト(円/㎡)

上流面材

下流面材

設置・組立

砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工*)

控 除

水平打継目処理

合 計

3.0 以上

軽量鋼矢板

ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ

なし

制限あり

21,600

21,300

4,400

35,800

▲800

－

82,300(100%)

3.0 以上

大型積みブロック

大型積みブロック

セメント散布

可能

15,200

15,200

5,900

35,800

▲3,800

100

68,400(83%)

表-1 既存技術との比較

図-2 ブロック壁面材と連結鉄筋

図-3 基礎地盤の沈下による水平引張応力度

図-4 分割された堤体内の応力度分布と地盤反力分

写真-2 振動ローラ 3t 級による壁際の転圧
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